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やってみたい！

やったことないボランティア

Vol.２

このコーナーでは、ボランティア活動を取材し、このコーナーでは、ボランティア活動を取材し、
活動内容やボランティアさんの生の声、編集部の体験レポートをお届けします。活動内容やボランティアさんの生の声、編集部の体験レポートをお届けします。

知っていますか？
写真洗浄ボランティア

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

今
日
は
、
編
集
部
ス
タ
ッ
フ
が
活
動

を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
業
開
始
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は

参
加
者
全
員
が
順
番
に
、
名
前
・
住
ま

い
・
参
加
の
き
っ
か
け
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

初
参
加
の
方
が
５
人
の
ほ
か
、
中
高

生
の
親
子
、
友
人
同
士
の
グ
ル
ー
プ
参

加
の
方
、
何
度
も
参
加
し
て
い
る
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
抱
い
て
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
熊
本
県
で
活
動
す
る
「
あ

ら
い
ぐ
ま
人
吉
」
か
ら
預
か
っ
た
写
真

計
１
８
０
０
枚
の
う
ち
、
５
０
０
枚
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ッ
タ
ー
が
使
え
る
年
齢
で
あ
れ
ば

参
加
で
き
る
の
で
、
こ
の
日
は
中
学
生

か
ら
80
代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
人
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

毎
回
20
人
ほ
ど
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
午
前
の
み
、
午
後
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。

活
動
が
は
じ
ま
っ
た

き
っ
か
け
は
？

今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
多
摩
川

災
害
支
援
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
た
ま
）
代

表
の
金
高
る
り
子
さ
ん
と
副
代
表
の
大

久
保
卓
勇
さ
ん
。

チ
ー
ム
た
ま
は
２
０
１
９
年
の
台
風

19
号
（
令
和
元
年
東
日
本
台
風
）
の
被

害
を
き
っ
か
け
に
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
当
時
、
る
り
子
さ
ん
自
身
は
被
災

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
隣
の
武
蔵
小

杉
や
二
子
新
地
エ
リ
ア
が
被
害
を
受
け

た
た
め
、
浸
水
し
た
住
宅
の
床
下
の
泥

出
し
や
消
毒
な
ど
の
支
援
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
で
の
写
真

洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
た
大
久

保
さ
ん
も
活
動
に
加
わ
り
、
チ
ー
ム
た

ま
で
も
写
真
洗
浄
を
始
め
ま
し
た
。

写
真
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
台
風
や
豪
雨
、
津
波
な
ど
に
よ
っ
て

汚
れ
て
し
ま
っ
た
写
真
を
き
れ
い
に
し
て
、
持
ち
主
に
お
返
し
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
て
も
で

き
る
被
災
者
支
援
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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マスクマスク エプロンエプロン

はさみはさみ

カッターカッター カッターマットカッターマット

タオルタオル
新聞紙新聞紙

ピンセットピンセット ニトリルニトリル
手袋手袋ウエットティッシュウエットティッシュ

メラミンスポンジメラミンスポンジ

できるだけご自身で用意できるものは持ってきてもら
うようにしていますが、準備が難しいものは相談可能
です。

２． 机などが汚れたり痛む
のを防ぐため、新聞や
レジャーシートを敷い
て、写真が貼ってある
アルバムの台紙をセッ
トします。

写真を台紙からはがす１
１． エプロン・手袋・マスクをしましょう。

※依頼者から預かった写真には、ぼかしをかけています。

3． 両面に写真があるので、
裏面の写真を切らない
ように台紙１ページを見
開きの状態に開きます。

4． 台紙のフィルムをはず
します。

5． 台紙から写真を外します。
写真にくっついてしまって
いるものは台紙ごとハサミ
でカットします。写真を傷
つけないよう、慎重に！台
紙に日付やコメントを書い
ている場合には、それも残
します。

7． 同じページの写真は順番を変えずに並べます。

6． 台紙の紙がうまく取れ
ないときには、ベンジ
ン液を少し垂らすと
はがれやすくなりま
す。ピンセットなどで
できる限りきれいに
台紙を取り除きます。

午前・午後の午前・午後の

参加者のみな
さんと

参加者のみな
さんと

今回はここをやりました今回はここをやりました

水でやさしく洗浄し
てふきとります。

洗浄する２

１~２時間くらい乾か
します。

乾かす３

アルコールを使って
きれいに消毒し、ふ
きとります。

仕上げ４

フォトアルバムに入れるなどして依頼者のもとへ。

最終チェック５

準備するもの準備するもの
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台
風
19
号
の
支
援
ニ
ー
ズ
が
終
了
し

た
後
も
、
県
内
で
災
害
が
お
き
た
際
に

は
神
奈
川
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
、
支
援
活
動
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

水
害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
応
援
依

頼
が
あ
れ
ば
写
真
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
水
害
に
あ
っ
た
ら
？

写
真
（
ア
ル
バ
ム
）
が
水
に
浸
か
っ

て
し
ま
う
と
、
濡
れ
た
状
態
が
続
く
こ

と
で
カ
ビ
が
繁
殖
し
た
り
、
汚
れ
た
水

に
い
る
バ
ク
テ
リ
ア
の
浸
食
に
よ
っ
て

写
真
の
プ
リ
ン
ト
が
マ
ー
ブ
ル
状
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
色
が
落
ち
て
白

地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

写
真
洗
浄
は
、
劣
化
し
て
し
ま
っ
た

写
真
を
も
と
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
持
ち
主
の
方
に
、
少
し

で
も
綺
麗
な
状
態
で
お
返
し
し
、
写
真

の
画
像
が
こ
れ
以
上
消
え
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

濡
れ
て
被
災
し
て
し
ま
っ
た
写
真
の

劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
で
き
れ
ば
洗
浄

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

る
り
子
さ
ん
た
ち
は
、「
こ
の
活
動

を
知
っ
て
い
る
人
が
一
人
で
も
増
え

て
、
身
近
な
人
が
被
災
し
た
時
に
『
写

真
や
ア
ル
バ
ム
捨
て
る
の
待
っ
て
！
』

と
伝
え
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
参
加
す
る
方
へ

「
初
め
て
参
加
す
る
と
き
は
緊
張
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
軽
な
気
持

ち
で
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
わ
り
の
ひ
と

と
話
し
な
が
ら
作
業
し
て
も
、
一
人
で

集
中
し
て
取
り
組
ん
で
も
大
丈
夫
で

す
。」

（
チ
ー
ム
た
ま
）

編
集
部
よ
り

結
婚
式
や
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い

た
家
族
写
真
、
遠
足
の
思
い
出
な
ど
、

写
真
ア
ル
バ
ム
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
大
切
な
記
憶
と
記
録
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
時
に
は
も
う
会
え
な
い
家
族
を

思
い
出
し
た
り
、
な
つ
か
し
い
記
憶
を

振
り
返
っ
た
り
で
き
る
大
事
な
存
在
で

も
あ
り
ま
す
。

参加者の声参加者の声　池内 紳之助さん　池内 紳之助さん
　高校３年生です。１年半くらい前から参加していて、今日で７回目です。今は高校生な
ので、被災地までボランティアに行くことは難しいですが、間接的にでも関われることに
やりがいを感じます。細かい作業が好きなので、毎回楽しく活動しています。写真の持ち
主に直接会うことはなくても、少しでもきれいな状態で写真がお手元に戻ってくれればう
れしいです。
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こんな団体でもこんな団体でも
募集しています。募集しています。 写真洗浄ボランティア

団体DATA

みんなの空（板橋）
首都圏で学生やビジネスパーソンの自然災害に対す
る関心を高め、関係人口を増やすための活動をして
います。活動状況はFacebookをご確認ください。

被災写真洗浄活動＠流山
千葉県流山市で活動しています。津波で汚れてし
まった大切な思い出の写真を綺麗にする活動を
行っています。活動日はブログでご確認ください。

課外のあらいぐま（世田谷）
三軒茶屋のせたがや災害ボランティアセンター
で活動中です。2025年９月豪雨により世田谷
区で被災された方の写真を洗浄しています。

あらいぐま人吉
熊本県人吉市や熊本市などで活動しています。
水害で被災した写真の洗浄を通して、被災さ
れた皆様に寄り添うボランティア団体です。

写
真
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
被

災
地
に
行
く
に
は
体
力
が
心
配
」
と
い

う
方
で
も
無
理
な
く
取
り
組
め
ま
す
。

遠
く
か
ら
で
も
な
に
か
力
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　今回洗浄した写真は、写真店などでプリントした「銀塩プリント」とよばれる写
真の洗浄です。
　右下のQRコードのページでは、家庭用プリンタで印刷した「インクジェットプ
リント」の場合など、写真の種類ごとの対処法の違についても掲載されています。
また、応急処置の方法も掲載されていますので、身近な地域で水害
が発生した際には、ぜひ思い出してみてください。

出典：富士フイルム株式会社　「被害を受けた写真・アルバムに関する対処法」

団体名  多摩川災害支援チーム（チームたま）

団体概要 災害支援に関する活動を行いながら、人々が安全に暮
らせる社会の実現に寄与することを目的としています
主な活動として、神奈川県内を中心とした災害被災
地における緊急救援活動および復興支援活動、地域防
災に関する活動、他県の被災地の応援支援活動などを
行っています

ホームページ
　https://www.facebook.com/TeamTama/

連絡先
電話：非公開　　メール：tamagawa.saigaisien@gmail.com
住所：東京都稲城市

ボランティアさんにお願いしたい内容
受け取る人（被災者）の気持ちになり、写真１枚１枚ていねいに
向き合って作業してほしいです

こんな方に向いています
コツコツ作業が好きな人が向いてますが、私自身はおおざっぱ
な性格です（るり子）

興味のある方にひとこと
気軽な気持ちで来てみてください

多摩川災害支援チーム（チームたま）のみなさ
ん。中央が代表のるり子さん、左隣が副代表の
大久保さん

ワンポイントチェック
 半日から参加可　  日曜参加可

 初心者可　  中高生可

 親子可　  見学・体験可

 外国語対応（応相談）

 大人数（10～20人）の
　グループで参加できる（応相談）

参考
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特集
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特集特集    「まさか」に備える防災・減災「まさか」に備える防災・減災
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現地で体感してはじめてわかる災害の本当
の姿。未

み ぞ う

曽有の災害を経験した地域では災
害やその後の復興の記録を拠点を設置して
アーカイブし広く伝えようとしています。災
害の跡をめぐるツアーや 「語り部」の活動な
どさまざまなプログラムがあり、各地の防

災力の向上にも貢献し
ています。旅先から足を
のばしてみてはいかが
でしょう？
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特集特集    「まさか」に備える防災・減災「まさか」に備える防災・減災

ネットワーク  2026/78



*

ネットワーク  2026/7 9



　
　
＊
こ
こ
で
は「
避
難
行
動
要
支
援
者
」の
こ

と
で
、災
害
時
に
安
全
な
場
所
に
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
指
す
。

特集特集    「まさか」に備える防災・減災「まさか」に備える防災・減災
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*1*2

《 コース 》 文化センター→消防団→防災倉
庫→小学校→コンビニエンスストア→文
化センター（約）1.3km

《 参加者 》 39名：障害当事者（肢体不自由、
視覚・聴覚）、介助者／わがまち支えあい協
議会、民生委員、災害ボランティア講座受
講者、文化センター職員、学生、留学生／
手話通訳者／ファシリテーター（地域福祉
推進課・府中市社協・防災危機管理本部等）

《 スケジュール 》

13:00 オリエンテーション
13:30 まち歩き
15:15 文化センター到着
15:40 振り返り（各グループ）・全体共有、 
 ゲストの話等
16:30 終了

　
＊
１ 

障
害
の
あ
る
人
が
外
出
す
る
時
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
。

　
＊
２ 

こ
こ
で
は
、府
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
講
座
の
こ
と
。
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特集特集    「まさか」に備える防災・減災「まさか」に備える防災・減災
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　2011年に起こった東日本大震災で、当時勤め
ていた会社の施設が被災したのがきっかけで、初
めてボランティアに参加しました。会社で企画し
た災害支援バスで被災地に向かい、初めは「自分
にできることはない」と考えていたのですが、行っ
てみるとごみの分別など、日常生活でしているこ
とが活きることを実感し、行けば何かの役に立つ
んだ！と思いました。
　その経験から、災害を報じるニュースを見ると、
社会福祉協議会等の情報をチェックする癖がつき
ました。直近では八丈島の台風災害の復興活動に参加し、倒木撤去などを行いました。
　“ボランティア ”って聞くと、どこかに所属しないといけないのかな？と思うかもしれませんが、
個人で参加しても、必ず誰かが作業内容を教えてくれますし、写真洗浄（Ｐ．１～４）など、被災地に行
かなくても、遠方からできることはたくさんあります。これからも自分のできることを自分のペース
で、気持ちのままに動いていきたいです。

八丈島の災害支援ボランティア活動では島内・島外のボランティ
アさんの混合チームで活動しました

高橋 香奈恵 さん １
Vol.

２
０
２
４
年
1
月
の
能
登
半
島
地
震
、
そ
し
て

同
年
9
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
私
た
ち
の
住
む

石
川
県
輪
島
市
町
野
町
金か

な

蔵く
ら

地
区
は
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
発
災
前
に
は
約
１
０
０
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
20
数
人
ま
で
減
少
し
、

復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
す

ら
ぎ
の
里
金
蔵
学
校
の
活
動
と
し
て
、
8
月
1
日

に
「
能
登
復
興
の
願
い
と
も
し
び
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
能
登
復
興
の
祈
り
を
込
め
て
、
金
蔵
の
地

で
８
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
ま
す
。
全

国
の
皆
様
に
は
「
灯
ろ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ろ
う

企
画
」
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
能
登

復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
灯

ろ
う
に
添
え
て
会
場
に
並
べ
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ

の
灯
り
が
、
復
興
へ
の
希
望
の
光
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
と
も
し
び
開
催
に
向
け
た
ご
寄
付
も
募
っ

て
い
ま
す
。
能
登
の
未
来
を
照
ら
す
小
さ
な
灯
り

を
、
ぜ
ひ
皆
様
と
と
も
に
つ
く
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
も
し
び
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
企

画
や
寄
付
等
に
つ
い
て
は
、
下

記
Ｑ
Ｒ
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
す
ら
ぎ
の
里
金
蔵
学
校

石
崎
英
純

代
表

「能登の未来を照らす
 “ともしび”をともに」

被災地からのメッセージ

募集中

そのその１１
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参
加
者
募
集
中
！

夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

８
・
９
月
も
参
加
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
初
め
て
な
の
で
不
安
」

「
何
を
選
ん
だ
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

本
誌
編
集
部
が
企
画

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
レ
ポ
ー

タ
ー
」
も
募
集
中
！

事
例
集
「
４
つ
の
事
例
か
ら
再
発
見

区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
強
み
」発
行
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
Ｖ
Ｃ
）
と
し
て
大
事
に
す
べ
き

こ
と
や
強
み
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
て
、
事
例
集
を
発
行
し
ま
し
た
。

本
誌
３
９
８
号
〜
４
０
１
号
の
「
未
来

を
描
く
！
区
市
町
村
ボ
ラ
セ
ン
探
訪

記
」
で
掲
載
の
立
川
市
・
日
野
市
・
江

東
区
・
三
宅
島
の
お
話
が
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｃ
を
取
り
巻
く
時
代
変

化
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
Ｖ

Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
に
よ
る
事
例
へ
の

コ
メ
ン
ト
も
加
え
ま
と
め
ま
し
た
。
各

Ｖ
Ｃ
の
「
う
ち
は
こ
う
い
う
点
を
強
み

に
で
き
る
か
も
？
」
の
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
事
例
集
を
ご

希
望
の
方
は
、
区
市
町
村
Ｖ
Ｃ
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
「
災
害
か
ら
の
広
域
避
難
者
に

対
し
て
市
民
が
で
き
る
こ
と
」

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
を
迎
え
、

広
域
避
難
者
支
援
連
絡
会
in
東
京
で

は
、「
災
害
か
ら
の
広
域
避
難
者
に
対
し

て
市
民
が
で
き
る
こ
と
」
を
発
行
し
ま

し
た
。
連
絡
会
は
、
こ
れ
ま
で
多
様
な

支
援
者
団
体
や
避
難
当
事
者
の
方
々
と

一
体
的
に
避
難
者
支
援
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
、
専
門
的

な
知
識
や
経
験
か
ら
の
支
援
の
み
な
ら

ず
、「
市
民
の
立
場
か
ら
で
き
る
支
援
」

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
気
づ
き
ま
し

た
。
こ
の
冊
子
は
連
絡
会
の
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
る
支

援
の
重
要
性
を
社
会
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
「
市
民

の
立
場
か
ら
で
き
る
支
援
」
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
い
、
現
在
の
広
域
避
難
者

支
援
や
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
災
害
で
市

民
が
で
き
る
支
援
を
多
く

の
人
に
検
討
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
刊
の
ご
案
内
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
助
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

２
０
２
６

－

２
０
２
７
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
を

対
象
と
す
る
助
成
・
表
彰
・
融
資
の
情

報
を
調
査
し
、
結
果
を
ま
と
め
た
１
冊

で
す
。

１
１
８
の
助
成
情
報
や
16
の
表
彰
情

報
、
７
つ
の
融
資
情
報
の
ほ
か
、
申
請

の
た
め
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
充
実
。
当
セ

ン
タ
ー
窓
口
、
ま
た
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
購

入
で
き
ま
す
。

もしもボランティア活動中にケガをしたら…もしもボランティア活動中にケガをしたら…
ケガをさせたり、物を壊したら… ケガをさせたり、物を壊したら… 

※ ボランティア保険およ
び行事保険の加入は、
東京都内の各区市町村
のボランティアセン
ターまたは東京都社会
福祉協議会窓口で手続
きができます。

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画
〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル ３階

TEL．03-3268-0910
FAX．03-3268-8832

NEWS東京ボランティア・市民活動センター（TVAC）の
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東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
の
梅
島
駅
か
ら
徒
歩
８
分
。

子
ど
も
た
ち
の
声
で
に
ぎ
わ
う
公
園
の
隣
の
図
書
館
１
階

に
足
立
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、セ
ン
タ
ー
）

が
あ
り
ま
す
。
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
９
時
半
に
開
館
し
、
区
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
施
設
と
し
て
、
相
談
、
講
座
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

登
録
団
体
に
会
議
室
や
印
刷
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
２
０
０
３
年
３
月
。
区
の
直
営
で
始
ま

り
、
そ
の
後
、
委
託
先
が
変
わ
り
な
が
ら
、
現
在
の
街
活

性
室
株
式
会
社
が
２
０
２
１
年
度
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。

「
協
働
」
か
ら
「
協
創
」
へ

セ
ン
タ
ー
長
の
髙
田
篤
さ
ん
は
、
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
30
年
近
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動

や
住
民
活
動
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
も
ち
ま
す
。

２
０
２
５
年
４
月
か
ら
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
し
た
ち
ょ
う

ど
同
じ
年
度
に
、
足
立
区
か
ら
の
委
託
の
仕
様
が
変
わ
り

ま
し
た
。変
わ
っ
た
の
は
従
来
の「
登
録
団
体
へ
の
支
援
」に
、

「
区
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
支
援
」
が
新
た
に
加
わ
っ

た
こ
と
で
し
た
。
区
で
は
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
の
『
基
本

計
画
』
で
「
や
り
た
い
こ
と
が
叶
う
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
計
画
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
を
定

め
た
『
基
本
構
想
』
で
は
、そ
れ
ま
で
理
念
と
し
て
き
た
「
協

働
」
を
発
展
さ
せ
た
「
協
創
」
を
新
た
な
理
念
に
位
置
づ
け
、

そ
の
「
協
創
」
を
「
互
い
の
個
性
や
価
値
観
を
認
め
あ
い
、

ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り
支
え
あ
え
ば
、
よ
り
一
層
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
区

が
誰
か
と
協
働
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
多
様
な
主
体
が
お

互
い
に
力
を
発
揮
し
、
何
か
を
創
り
上
げ
る
仕
組
み
を
整

え
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
何
か
活
動
し
た
い
」
と
い
う
区
民
の
相

談
を
よ
り
一
層
、
積
極
的
に
受
け
、
３
人
以
上
が
集
ま
れ
ば

登
録
団
体
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
既
存
の
団
体
と
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
、
と
い
う
取
組
み
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

講
座
の
参
加
で

意
欲
が
高
ま
っ
た
方
々
が
地
域
活
動
に

セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
民
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
相

談
と
講
座
を
組
み
合
わ
せ
る
工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
年
間
約
６
０
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
講

座
参
加
が
相
談
の
入
口
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
、日
頃
の
相
談
や
団
体
支
援
を
通
じ
て
ニ
ー

ズ
を
積
極
的
に
把
握
し
つ
つ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
講

座
を
企
画
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
先
輩
か
ら
学
ぶ
あ
だ
ち

の
学
習
支
援
の
現
場
」
と
い
う
講
座
で
は
、
す
で
に
学
習

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
複
数
の
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

実
践
を
話
し
て
も
ら
っ
た
後
、
参
加
者
と
団
体
の
方
が
交

流
で
き
る
場
を
作
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
20
〜
30
歳
代
か
ら
の
相
談
で
は
既
存
の
団
体

に
所
属
す
る
よ
り
も
、
自
分
自
身
で
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
短
期
間
で
目
標

に
向
か
っ
た
取
組
み
を
す
す
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
活

動
を
志
向
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
担

い
手
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
２
０
２
５
年
度
末
で
約
３
２
０
団
体
が
登
録
し
て
い

市民活動センター

区市
町村

探訪記

ボランティア・
!!

Vol.５

足立区NPO
活動支援センター

アウトリーチで団体支援にとどまらず 団体の先にある地域課題へアウトリーチで団体支援にとどまらず 団体の先にある地域課題へ

TVACでは、区市町村のボランティア・市民活動センター（以
下、「VC」）を支援する事業の一環として、各区市町村のVC
にお話を伺い、VCとして大事にすべきことを検討するプロ
ジェクトを行っています。2026年６月には、本誌でも紹介
してきた４つの事例を掲載した事例集も発行しています。
今回は、足立区NPO活動支援センターにお話を伺いました。
同センターは、足立区社会福祉協議会の運営する総合ボラン
ティアセンターとは別に、NPO活動をサポートする施設と
して設置されています。センターでは、講座への参加が相談
の入口になることが少なくないことから、講座を積極的に開
催するとともに、登録団体が活動する現場に赴くアウトリー
チを大切にしています。

地域活動に
取り組んでみたい区民が

訪れる
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ま
す
が
、
少
人
数
で
も
し
っ
か
り
と
活
動
し
て
い
る
新
規

の
団
体
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
講
座
の
開
催
は
、
団
体
が
地
域
で
向

き
合
っ
て
い
る
地
域
課
題
を
広
く
可
視
化
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
課
題
に
関
心
を
も
つ
区

民
の
参
加
に
つ
な
が
る
と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
団
体
が

関
わ
る
地
域
課
題
に
近
づ
く

セ
ン
タ
ー
が
も
う
一
つ
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
＊
１
」
で
す
。
団
体
の
活
動
に
赴
い
て
話
を
聞

く
取
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
も
区
の
「
げ
ん
き
応
援
事
業
助

成
金
」
で
セ
ン
タ
ー
が
事
前
相
談
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

窓
口
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
助
成
事
業
で
採
択
さ
れ
た
事

業
に
つ
い
て
、
最
低
１
回
の
視
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
も
40
件
の
採
択
団
体
に

赴
き
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
を
助
成
事

業
の
採
択
団
体
に
限
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
全
体

に
拡
大
し
ま
し
た
。
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
現
場
へ
赴
き
ま
す
。
団
体
の
現
場
で
話
す
こ
と
で
、

セ
ン
タ
ー
に
来
所
さ
れ
る
と
き
の
い
わ
ば
「
よ
そ
行
き
」

の
言
葉
よ
り
一
段
と
本
音
に
近
い
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
中
で
、
ど
う

い
う
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も
見
え
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
セ
ン
タ
ー
長
以
外

に
常
勤
が
５
人
、
非
常
勤
職
員
が
１
人
、
週
２
日
の
専
門

的
相
談
に
対
応
す
る
相
談
員
が
３
人
の
体
制
で
す
。
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
残
る
体
制
を
確
保
し
つ
つ
、
全
員
で
分
担

し
て
積
極
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
通
じ
て
、
セ
ン
タ
ー
職
員
は
団
体
の

先
の
地
域
課
題
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。そ
れ
は
、

団
体
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
団
体
が
取
り
組
む
地
域
課
題

に
目
が
向
く
機
会
と
な
り
ま
す
。
そ
の
課
題
を
す
ぐ
に
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
気
持

ち
に
残
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
に
活

か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
団
体
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
難
し
さ
は

あ
り
ま
す
。
人
と
人
が
地
域
で
つ
な
が
っ
て
い
る
姿
は
見

え
つ
つ
も
、
目
の
前
に
あ
る
個
別
の
課
題
と
向
き
合
う
団

体
同
士
が
地
域
の
課
題
を
ベ
ー
ス
と
し
た
つ
な
が
り
を
作

り
、
協
働
・
協
創
を
す
す
め
て
い
く
に
は
、
さ
ら
な
る
仕

掛
け
が
必
要
と
な
り
そ
う
で
す
。

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携

区
民
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
を
支
援
す
る
機
関
と
し
て
、

区
内
に
は
別
の
会
社
が
受
託
し
て
い
る
「
あ
や
セ
ン
タ
ー

ぐ
る
ぐ
る
」
と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
＊
２
が
常

駐
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
個
人
の
好
き
な
こ
と
、
得
意

な
こ
と
を
活
か
し
た
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
を
支
援
し

て
お
り
、
重
な
り
合
い
な
が
ら
も
お
互
い
に
機
能
を
発
揮

し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、社
協
）が
運
営
す
る
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

福
祉
系
の
活
動
や
防
災
に
強
く
、
社
協
の
も
つ
他
の
事
業

と
も
連
携
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と「
あ

や
セ
ン
タ
ー
ぐ
る
ぐ
る
」
は
、
区
の
あ
だ
ち
未
来
創
造
室

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
協
創
推
進
課
、
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
区
の
福
祉
部
福
祉
管
理
課
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
協
働
・
協
創
の
視
点
で
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
る
取
組
み
と
し
て
、
社
協
と
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
共
同
事

業
「
あ
だ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ミ
ッ
ク
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
セ
ン
タ
ー
と
社
協
が
運
営
す
る
総
合
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
基
幹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
三
者
が
連
絡
会
を
開
き
、
三
つ
の
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
年

に
一
つ
テ
ー
マ
を
決
め
て
三
者
で
協
働
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

市
民
や
団
体
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
区
市
町
村
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
の
団
体
が
取
り

組
ん
で
い
る
課
題
を
よ
く
知
る
た
め
に
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
は
重
要
な
手
段
で
す
。
団
体
支
援
の
先
に
あ
る
、
団
体

が
知
る
地
域
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
支
援
は
さ
ら
な
る
一
歩
を
ふ
み
だ
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊
１

助
け
を
必
要
と
し
な
が
ら
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
人
の
と

こ
ろ
へ
専
門
家
や
行
政
な
ど
支
援
す
る
側
が
積
極
的
に

出
向
き
、
支
援
を
届
け
る
こ
と
。

＊
２

共
通
の
目
的
や
関
心
を
持
つ
人
び
と
を
つ
な
ぎ
、
交
流

を
促
す
場
や
仕
組
み
を
つ
く
る
人
。

足立区NPO
活動支援センター

足立区NPO
活動支援センターで
発行している情報紙

髙田篤さん
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江尻　京子（NPO法人 東京・多摩リサイクル市民連邦）
片岡　紀子（NPO法人 患者スピーカーバンク）
小池　良実（岡さんのいえTOMO）
小林　涼帆（明治大学学生）
小淵　康博（西武信用金庫 地域協創部）
野村　美奈（社会福祉法人武蔵野会 リアン文京）
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デザイン：東京ボランティア・市民活動センター、島津印刷㈱／表紙イラスト：Kaoru Takabayashi／印刷：島津印刷㈱
2026年７月20日発行（通巻402号）／ISBN 978-4-909393-70-8 C2036／定価400円（本体364円+税10%）
本誌掲載記事の無断複製・転載を禁じます。

＊本誌で使用しているQRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。

東京ボランティア・市民活動センター東京ボランティア・市民活動センターをご利用ください！をご利用ください！
　東京ボランティア・市民活動センター（TVAC）は、「ボランティアをしたい」「ボランティアについて
調べてみたい」と思うみなさんのためのオープンスペース。個人に、団体に、さまざまなサービスを行っ
ています。どうぞご利用ください。

ボランティアの
相談ができます
ボランティア活動に関
するさまざまな相談を
お受けしています。
（予約不要・無料）

ボランティア募集や
イベント・講座の情報はここで！
いろいろな団体から届いたチラシやパン
フレットなどを集めてラックに配架して
います。
また、各団体のニュースレター（最新号
およびバックナンバー）を見ていただく
こともできます。

フリースペースを
利用できます
大小さまざまのテーブ
ルを自由にご利用くだ
さい。Wi-Fiも使えます。

ふれあい満点市場
福祉作業所やNPO・NGOによる手づく
りの布製品、Tシャツなど、
さまざまな製品を販売。当
センターオリジナルグッ
ズ「ぼらせん」も販売中！

「ボランティア保険」に加入できます
ボランティア活動中の事故などを補償する保険への加入手続きがで
きます。

東京ボランティア・
市民活動センター
https://www.tvac.or.jp
飯田橋駅すぐ（JR西口徒歩１分 / 地下鉄B２b出口直結）
OPEN：火曜～土曜 ９:00～21:00 / 日曜 ９:00～17:00
（祝祭日・年末年始を除く）
03-3235-1171／FAX:03-3235-0050
〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸１-１
飯田橋セントラルプラザ10F

TVACをフォロー！

X

Facebook

YouTube

Instagram

　年々増える傾向にある、
災害。 被害を最小限にする
ために備える「減災」は阪神・淡路大震災の教訓から
本格的に着手されてきた。 当時を経験し防災・減災
の普及につとめる福田信章さんは、一人ひとりの備
えの重要性を切々と語ってくれた。 各地で起こる災
害を他人事ですませずに今一度自分の備えを確かめ
ようとあらためて思った。（あ）

「ボランティアをやってみたい」「自分にも何かできることはないかな？」
そんな思いをもつ人たちに、「はじめの一歩」のきっかけを届けられる
ような情報誌を目指します。 

編 集 後 記



場 所    〒927-2151
石川県輪島市門前町走出六
40番地1

ＴＥＬ  0768-42-9910
MAIL  yume.9910@gmail.com

Facebook ゆめ基金
授産カタログ

　石川県輪島市にあるNPO法人夢かぼちゃは、2013年に障がいのある子を持つ保護者の方々が立ち上げた団体で
す。元々和菓子屋だった空家を改装し、現在は知的障がいのある方やご近所のみなさんの居場所になっています。
　「のとかんばっち」は夢かぼちゃに携わっていた、地元の学生たちのアイディアで、気軽に購入できる輪島のお土
産として生まれました。方言はどれもパワフルで、地元の方はお馴染みの言葉に思わず笑顔がこぼれます。また、
県外からお越しの方にも大好評です。
　今では夢かぼちゃに缶バッチのカプセルトイが設置され、カプセルに詰める作業を利用者さんが行っており、売
上の一部は利用者さんに工賃として還元されています。一歩ずつ復興へ進み、活気を取り戻しています。お近くに
来た際は、ぜひ足を運んでみてください。

夢かぼちゃの
のとかんばっち

60

ご注文の際は「ゆめ
基金のカタログを
みました」とお伝え
ください。

のとかんばっち　１個　300円（税込）

私が
書きました！
（涼太）
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公益財団法人公益財団法人 大和証券財団 大和証券財団

応 募 課 題 ①高齢者、障がい児者、子どもへの支援活動及びその他、社会的意義の高いボランティア活動
②地震・豪雨等による大規模自然災害の被災者支援活動

応 募 資 格 ５名以上で活動し、かつ営利を目的としない団体

応 募 金 額 １団体につき上限３０万円（予定総額５, １００万円）

応 募 期 間 ２０２６年８月１日（土）～９月１５日（火） １７時（時間厳守）

助成対象期間 ２０２７年１月１日（金）から１２月３１日（金）

※ 大規模自然災害とは、「東日本大震災」「平成２８年熊本地震」「平成２９年７月九州北部豪雨」「大阪府北部地震」「平
成３０年７月豪雨」「北海道胆振東部地震」「令和元年台風１５・１９号１０月２５日からの大雨」「令和２年７月豪雨」
「２０２４年（令和６年）能登半島地震」等　
※募集要領及び申請時の手続き等の詳細は、当財団のホームページをご覧ください。

公益財団法人　大和証券財団・事務局へ
TEL：03－5555－4640　FAX：03－5202－2014
URL：https://www.daiwa-grp.jp/dsz/　

お問い合わせ

現在募集中

２０２６年度（第３３回）ボランティア活動助成概要２０２６年度（第３３回）ボランティア活動助成概要

「沖縄県：採択団体への贈呈書授与後、各
団体の皆さんと那覇支店長との記念撮影」
場所：大和証券 那覇支店

「東京都・神奈川県：採択団体への
選考経過報告の様子」
場所：大和証券 本店ビル会議室

助成金贈呈式の様子
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